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国際協力分野でキャリアアップする

制度

学術と実務で世界に貢献
～内閣府国際平和協力本部事務局 国際平和協力研究員制度～

ど
ん
な
制
度
？

国
際
平
和
協
力
研
究
員
制
度
は
、

２
０
０
５
年
に
内
閣
府
国
際
平
和
協
力

本
部
事
務
局
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
目

的
は
、
①
国
際
平
和
協
力
分
野
の
人
材

育
成
、
②
本
事
務
局
の
機
能
強
化

―

で
あ
る
。
研
究
員
は
国
際
平
和
協
力
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
実
務
と
本
事
務

局
の
支
援
業
務
に
従
事
す
る
。
修
了
者

の
多
く
が
国
連
や
国
際
機
関
な
ど
、
平

和
構
築
の
最
前
線
で
活
躍
し
、
日
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

本
制
度
設
置
の
背
景
に
は
、
１
９
９
２

年
制
定
の
国
際
平
和
協
力
法
が
あ
る
。

日
本
は
同
法
に
基
づ
い
て
世
界
各
地
の

国
連
平
和
維
持
活
動
（
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

に
参
加
。
そ
の
中
で
、
国
際
平
和
協
力

分
野
で
活
躍
す
る
文
民
の
人
材
の
育
成

の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

こ
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

同
法
施
行
25
周
年
を
迎
え
た
今
年
は

記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
法
律
制
定
に

至
る
経
緯
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
歴
史
、
国

際
社
会
か
ら
の
高
い
評
価
を
紹
介
し
た

ほ
か
、当
研
究
員
が
「
国
連
P
K
O
改
革
」

に
つ
い
て
発
表
。
研
究
員
に
は
こ
う
し

た
公
式
の
場
で
の
活
躍
も
求
め
ら
れ
る
。

参
加
す
る
に
は
？

国
際
平
和
協
力
分
野
で
海
外
で
の
実

務
経
験
が
あ
り
、
将
来
的
に
引
き
続
き

世
界
を
舞
台
に
国
際
平
和
協
力
分
野
で

活
躍
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
が
対

象
。
欠
員
状
況
に
応
じ
て
募
集
を
行
っ

て
い
る
。
採
用
後
は
、
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
と
し
て
最
長
２
年
間
の
任
期
の

中
で
研
究
に
従
事
し
つ
つ
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
同
僚
と
共
に
、

多
分
野
の
人
脈
形
成
や
次
の
キ
ャ
リ
ア

開
拓
を
目
指
し
て
い
く
。

募集情報

★  国国国国国国国国国国国国国国国
国国国国国国国国国国国国国

●  定員：８人（欠員分について随時募集）
●   勤務形態：週５日勤務、最長２年まで

更新可
●   給与：日額約１万～１万 3,000 円（そ

のほか賞与・諸手当を規定により支
給）

●   研究員の主な進路：国連機関、国際機
関など

国際平和協力研究員の（左から）上野真由美さん、今井ひなたさん、能化正樹・内閣府国際
平和協力本部事務局長、西村正二郎さん

国際平和協力の研究と実務を担う

国際機関の就職に役立つ経験

国際平和協力分野での活躍を期待
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国連職員、日本政府職員として
十代の頃に紛争解決やアフリカに関心を持ち、国連職員を目指すようにな

りました。米国の大学院への留学を経て、まず外務省職員として国連関連の
業務に携わり、米国ニューヨークの国連日本政府代表部で、スーダンなどアフ
リカ各地の紛争問題について安全保障理事会での交渉に当たりました。次
いで、東京の外務本省国連政策課でソマリア海賊や平和構築を、アフリカ
第一課でスーダンを担当するなどの実務を経験しました。

その後、国連職員として採用されアフガニスタンにて政務官を務めました。
初めてのフィールド勤務となった同国での２年間を通じて、国連の実情や限界
を内部から理解することができました。続けて、再び日本外務省職員の立場で
在南スーダン日本国大使館にて政務・経済班長として、さらに、南スーダンの
国連平和維持活動（ＰＫＯ）にて情報分析官として、合わせて３年間ほど勤務
しました。これらの経験を通じて、国連職員と日本政府職員の双方の観点か
ら、平和と安全の問題に取り組む際の考え方や手法を知ることができました。

研究員に応募したのは、フィールド生活も計５年になり、少し立ち止まって
国連の平和活動について概観的に理解・研究したいと思ったからです。国連
の平和活動の取り組みや課題について、改めて理解を深めながら関連業務
を行っています。研究員としての成果も携え、今後も国連の実務に関わって
いきたいと思います。

西村 正二郎  さん
Nishimura Shojiro

ニューヨークの国連日本政府
代表部政務部に勤務

国連南スーダン・ミッションに
情報分析官として勤務

国連アフガニスタン支援ミッ
ションに政務官として勤務

内閣府国際平和協力研究員

25歳

33歳

38歳

39歳

周囲の経験に学びながら政策研究
大学時代の卒論では、アウシュビッツの生存者について検証し、それ

以降、アフリカの紛争やジェノサイド（大量虐殺）を専門に学んでいま
す。その興味関心の背景には、第二次世界大戦を経験した父と、平和が
どのようにして築かれるのか、紛争はなぜ起きるのかといったことに
ついて幼いころから日常的に話していたことがあると思います。

社会人になって参加したプログラムではルワンダの平和構築につ
いて学び、その後NGOを通じて現地に渡航しました。政治の影響力を
現場で感じ、紛争後の国の政治的な課題により深く取り組みたいと考
え、国際選挙監視を専門とするＮＧＯに勤務し、カンボジアとスリラン
カに派遣されました。現在は平和構築を政治的な側面からより体系的
に捉えるべく、博士後期課程で論文を執筆しながら国際平和協力研究
員として勤務しています。私の研究テーマは、平和活動における地域機
構、そして現地社会の役割についてですが、いずれも各国の政策分析が
欠かせません。国際平和協力研究員制度では、国際平和協力に関する政

策を実質的に調査できるだけで
なく、実務経験が豊富な他の研究
員から情報収集に関する多くの
知見を得ることができます。今後
は国際機関で働くことを視野に入
れつつ、まずは研究に注力し、分析
能力を高めたいと思っています。

今井 ひなた さん
Imai Hinata

日本女子大学卒業後、民間企
業に就職

研究の傍らルワンダ、パリの国
際機関でインターンを経験 

退職後、ＮＧＯに勤務、カンボジ
ア・スリランカ国際選挙監視活
動に事務局長として従事

東京外国語大学博士後期課
程に在籍しながら本研究員に
応募

22歳

26歳

29歳

31歳内閣府国際平和協力本部事務局

〒100-8970 
東京都千代田区霞が関3-1-1 
中央合同庁舎４号館８階

TEL 03-3581-2550

FAX  03-3581-0824

問い合わせ先

国連での経験×研究員

博士課程×研究員





　

国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
多
く
の

人
は
自
衛
隊
を
思
い
浮
か
べ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
現
場
で
は
各
国

の
軍
事
要
員
と
並
ん
で
、
文
民
の

専
門
家
が
平
和
の
た
め
に
汗
を
流

し
て
い
る
。

　

日
本
も
１
９
９
２
年
制
定
の
国

際
平
和
協
力
法
に
基
づ
い
て
、
世

界
各
地
の
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
、
国
際
平
和

教
育
分
野
で
活
躍
す
る
文
民
の
人

材
育
成
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
２
０
０
５
年
内
閣

府
国
際
平
和
協
力
本
部
事
務
局
に

設
置
さ
れ
た
の
が
、
国
際
平
和
協

力
研
究
員
制
度
だ
。

　

そ
の
目
的
は
①
国
際
平
和
協
力

分
野
の
人
材
育
成
、
②
本
事
務
局

の
機
能
強
化
だ
。
相
応
の
関
連
業

務
経
験
が
あ
り
、
引
き
続
き
国
際

平
和
協
力
の
分
野
に
貢
献
す
る
意

志
を
持
つ
人
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

採
用
後
は
、
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
と
し
て
最
長
２
年
間
の
任
期

の
中
で
研
究
に
従
事
し
つ
つ
、
国

際
平
和
協
力
に
関
す
る
調
査
・
研

究
・
実
務
と
本
事
務
局
の
支
援
業

務
に
従
事
す
る
。
多
様
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
同
僚
と
と

も
に
、
多
分
野
の
人
脈
形
成
や
次

の
開
拓
を
目
指
し
て
い
く
。

　

研
究
発
表
や
情
報
収
集
・
分
析

に
加
え
て
、
事
務
局
が
実
施
す
る

一
般
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
活
動
に
講
師
と
し
て
参
加

す
る
な
ど
、
業
務
の
幅
は
広
い
。

　

修
了
者
の
多
く
が
国
連
や
国
際

機
関
な
ど
、
平
和
構
築
の
最
前
線

で
活
躍
し
、
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
経
験
と

人
脈
を
蓄
積
し
、
国
際
平
和
協
力

の
場
で
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
す

チ
ャ
ン
ス
だ
。

国
際
平
和
協
力
の

専
門
家
を
育
成

国際協力の世界でキャリアアップ

内閣府国際平和協力本部事務局
国際平和協力研究員制度

欠員分について年１～
２回募集。国際平和協
力分野で海外での実務
経験があり、国際平和
協力分野で活躍するこ
とを希望する人が対象。
お問い合わせ先
内閣府 国際平和協力本部事務局
住所：〒100‐8970
東京都千代田区霞ヶ関3-1-1
中央合同庁舎第4号館8階
Tel：03-3581-2550(代)

応募方法

国際平和協力本部事務局がある中央合同庁舎第4号館

カウンターパートのケニア軍隊員と

ウガンダ軍学生との協議

以前

現在

アフリカの平和構築を支援

国際平和協力研究員として

　大学を卒業して民間企業で勤務した後、英国のブラッドフォード大学
院に留学し、紛争解決学の修士号を取得しました。
　在学中はアフリカの冷戦後の平和構築について研究し、シエラレオネ
でのスタディツアーや現地のJICA事務所でのインターンに参加する機
会にも恵まれました。同時期に留学した友人や世界各地からのコースメ
イトたちとともに学ぶ中で、「平和構築の世界で働きたい」という思い
を強くしていきました。その後は、ガーナ、南スーダン、マラウイ、ケ
ニアなどのJICA事務所、国連ボランティアとして国連開発計画（UNDP）
リベリア事務所などで勤務、アフリカにおける開発支援、特に平和構築
支援にかかわってきました。南スーダンで一国家が独立する瞬間に立ち
会えたことやケニア時代にソマリア支援のプロジェクトを立ち上げるた
め、現地政府も含めたさまざまな関係者と汗を流したことなどは強く印
象に残っています。

　国際平和協力研究員制度には、これまで平和構築の現場で
経験してきたことを知識として整理し直し、今後に活かし
たいと思い応募しました。2019年4月に採用され、「国連
PKO支援部隊早期展開プロジェクト」の業務などに携わり、
日本の自衛官が重機操作教育のための教官としてケニアに派
遣された際には、現地での連絡調整業務を担当しました。
　研究テーマはまだ決定していませんが、これまでアフリカ
の平和構築の現場で感じてきた自分なりの疑問を掘り下げた
いと考えています。将来的には、平和構築の現場に戻り、紛
争や内戦からの復興過程にある国や人々に少しでも貢献した
いと思っています。しばらくは日本を拠点として研究活動に
励み、この国際平和協力研究員制度を活かして、今後のキャ
リアにつなげていきたいと考えています。

東京都立大学卒業後、英国ブラッド
フォード大学院紛争解決学修士課程
を修了。JICA南スーダン事務所を
はじめ、アフリカで約10年間勤務。

飯島 淳さん
内閣府国際平和協力研究員
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